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１．概要（Summary） 

回折格子など金属からなる周期ナノ構造（メタ表面）にお

いて、表面プラズモンポラリトン(SPP)と光回折が同時に励

起される条件が存在する。この同時励起状態は協同プラ

ズモニックモードと呼ばれ、光回折を介して SPP がナノア

ンテナ平面上に広がることにより、光のエネルギーをナノ

アンテナ面内に集中させることが可能である。ナノアンテ

ナと蛍光体を組み合わせた系において、協同プラズモニ

ックモードを利用した発光増強とレーザー発振について

多くの報告例がある。他方アレイと磁性体を組み合わせた

系による磁気光学効果の制御は Au ナノ粒子アレイと Bi

ドープイットリウム鉄ガーネット(Bi:YIG)薄膜の系で近年報

告がなされ、周期による増強波長の制御など、魅力的な

特性が示された。しかし、報告例が限られており、プラズ

モニック材料と磁性体の選択で更なる機能開拓が期待で

きる状況である。本研究では、可視域短波長領域におい

て SPP が生じるナノアンテナに、強磁性体を蒸着し、SPP

および協同モードの励起波長域におけるファラデー回転

の増強を試みた(Fig. 1)。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ナノインプリントシステム、ドライエッチング装置、超高分解

能電界放出型走査電子顕微鏡 

【実験方法】 

SiO2 ガラス基板上に作製した金属薄膜に対してナノイン

プリントおよび反応性イオンエッチングを施し、ナノアンテ

ナを作製した。アレイ上に電子線蒸着により強磁性体薄

膜を蒸着し（厚さ 15 nm）、透過率を紫外可視分光計を

用いて、光の偏光面の回転をファラデー効果測定装置

（日本分光、K250）にて測定した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

強磁性体薄膜の蒸着後、ナノアンテナ周囲への磁性体の

付着が観察された。ナノアンテナ上へ蒸着した磁性体薄

膜は、平坦な基板上に作製した磁性体薄膜よりも大きなフ

ァラデー回転角を示した。特に SPP と協同モードの励起

に対応した波長 408 nm と 513 nm付近の領域において

回転角の増強が大きく見られた。増強には SPP が関わっ

ていると考えられる。SiO2 ナノアンテナに強磁性体を蒸着

させた場合に比べて、金属ナノアンテナでは最大で 15倍

程度の回転角が得られた。 

 

Fig. 1 Schematic of Faraday rotation under the 

external magnetic field B along z direction on the 

Al nanoparticle array with Fe film on the top with 

a superstrate of refractive index nsuper.  
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